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日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
我
が
国
農
業
へ
与
え
る
影
響
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
一
一
三
号
）
及
び
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
六
二
号
）
を
踏
ま

え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

我
が
国
が
現
在
締
結
に
向
け
て
交
渉
を
進
め
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
経
済
連
携
協
定
（
以
下
、
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
お
い
て
は
、
農
林
水
産
業
の
重
要
性
を
十
分
認
識

し
、
守
る
べ
き
も
の
は
守
る
と
の
方
針
の
下
、
我
が
国
に
と
っ
て
最
大
限
の
メ
リ
ッ
ト
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
右
答
弁
で
言
う
「
守
る
べ
き
も
の
」
と
は
何
か
、
ま
た
我
が

国
に
と
っ
て
の
「
最
大
限
の
メ
リ
ッ
ト
」
と
は
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
政

府
と
し
て
は
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
お
い
て
、
守
る
べ
き
も
の
は
守
る
と
の
方
針
の
下
、
我
が
国
に
と
っ
て
最
大
限
の
メ

リ
ッ
ト
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
が
、
『
守
る
べ
き
も
の
』
や
『
最
大
限
の
メ
リ
ッ
ト
』
を
具
体
的
に
示
す
こ
と

に
つ
い
て
は
、
交
渉
の
帰
趨
に
関
す
る
予
断
を
招
き
、
我
が
国
の
交
渉
上
の
立
場
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
回
答

を
差
し
控
え
た
い
。
」
と
、
そ
れ
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
、
外
務
省
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
日
豪
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
締
結
交
渉

第
六
回
会
合
（
概
要
）
」
に
は
、

一



次
の
様
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
三

今
次
会
合
で
は
、
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
貿
易
、
投
資
、
知
的
財
産
、
政
府
調
達
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
物
資
源
、
食
料

供
給
等
の
幅
広
い
分
野
に
つ
き
有
益
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
特
に
、

（
一
）

物
品
市
場
ア
ク
セ
ス
分
野
で
は
、
第
四
回
会
合
に
て
交
換
し
た
リ
ク
エ
ス
ト
・
オ
フ
ァ
ー
の
内
容
に
基
づ
き
、

双
方
の
関
心
事
項
に
つ
き
議
論
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
農
林
水
産
品
に
関
し
て
は
乳
製
品
、
牛
肉
、
大
麦
及
び
小
麦
に

関
し
、
関
税
に
加
え
て
市
場
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
各
種
措
置
に
つ
き
集
中
的
に
議
論
し
た
。
豪
州
側
は
関
税
や
上
記
措
置
に

関
し
て
市
場
ア
ク
セ
ス
の
阻
害
要
因
と
し
て
撤
廃
を
要
求
し
、
日
本
側
は
こ
れ
ら
の
品
目
を
巡
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
に

つ
き
説
明
し
、
豪
州
の
要
求
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
旨
主
張
し
た
。
鉱
工
業
品
に
関
し
て
は
、
日
本
側
の
関
心
品
目
に
関
し
豪

州
側
の
オ
フ
ァ
ー
改
善
を
求
め
た
。
」

右
に
よ
る
と
、
乳
製
品
、
牛
肉
、
大
麦
及
び
小
麦
に
つ
い
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
側
は
関
税
等
の
措
置
の
撤
廃
を
要
求
し

た
も
の
の
、
我
が
国
側
は
こ
れ
を
拒
ん
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
政
府
が
言
う
「
守
る
べ
き
も
の
」
と
は
、
乳
製
品
、
牛

肉
、
大
麦
及
び
小
麦
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
か
。

二

一
の
他
に
政
府
が
「
守
る
べ
き
も
の
」
と
考
え
て
い
る
品
目
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な
ら
、
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



三

一
と
二
の
品
目
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
、
我
が
国
農
業
は
コ
ス
ト
面
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
の
農
産
物
と
太
刀
打
ち

で
き
ず
、
多
く
の
農
業
経
営
者
は
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
り
、
離
農
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如

何
。

四

「
前
回
答
弁
書
」
と
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
政
府
は
「
政
府
と
し
て
は
、
食
料
自
給
率
の
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
食
料
自
給
率
の
向
上
と
い
う
目
標
の
達
成
を
目
指
し
て
い
る
の
な
ら
、
「
日
豪

Ｅ
Ｐ
Ａ
」
が
締
結
さ
れ
て
も
、
一
と
二
の
品
目
の
関
税
は
撤
廃
せ
ず
、
守
り
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府

の
見
解
如
何
。

五

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
締
結
に
よ
り
重
要
品
目
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
の
被
害
額
や
失
業
者
数
等

に
つ
い
て
、
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
農
産
物
に
対
す
る
関
税
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
に
お

い
て
、
一
定
の
前
提
を
置
い
た
上
で
、
試
算
を
行
っ
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
右
答
弁
に
あ
る
、

農
林
水
産
省
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
試
算
の
具
体
的
内
容
を
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

「
前
回
答
弁
書
」
で
政
府
は
「
現
在
交
渉
中
の
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
妥
結
後
の
影
響
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
が
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
、
そ

三



の
デ
メ
リ
ッ
ト
の
中
で
も
、
農
林
水
産
業
が
被
る
損
害
は
甚
大
な
も
の
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
我
が
国
で
農
林
水
産
業
に
携
わ

る
人
々
は
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
に
対
し
て
大
き
な
不
安
を
抱
い
て
い
る
も
の
と
思
料
す
る
。
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
政
府
が

「
我
が
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
戦
略
的
利
益
を
共
有
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
政
治
・
安
全
保
障
、
経
済
な
ど
を
中

心
と
し
て
広
範
な
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
こ
う
し
た
戦
略
的
関
係
を
更
に
強
化

す
る
こ
と
に
資
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
」
と
、
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
を
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
が

妥
結
さ
れ
た
後
に
我
が
国
国
内
に
具
体
的
に
ど
の
様
な
影
響
が
あ
る
の
か
を
詳
細
に
国
民
に
説
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
と
の
交
渉
を
行
う
と
同
時
に
、
我
が
国
国
民
、
と
り
わ
け
農
林
水
産
業
に
携
わ
る
人
々
の
不
安
を
払

拭
し
、
理
解
を
得
る
べ
く
努
力
を
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
に
つ
い
て
、
国
民
に
対
し
て

十
分
な
説
明
を
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


